
(57)【要約】

【課題】磁気駆動力によってアークを遮断する場合の、

遮断性能に優れ磁界強度の調整が容易なガス絶縁開閉装

置を得る。

【解決手段】円筒状の固定側通電接点３と、その中心部

に配置された固定側アーク接点４と、固定側シールド５

とを有する固定電極部１と、駆動装置に駆動されて固定

側通電接点３に接離する可動側接点７を有する可動電極

部２とが、絶縁性ガスを封入した容器内に対向配置され

たガス絶縁開閉装置であって、

固定側シールド５の可動電極部２と対向する側に、可動

側接点７の外径より大径の開口穴６ａを有する円環状の

固定側アークシールド６を設け、この固定側アークシー

ルド６の開口穴６ａの近傍の周方向に、複数個の同一形

状の永久磁石１２を埋設して構成した。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 絶 縁 性 ガ ス が 封 入 さ れ た 容 器 内 に 固 定 電 極 部 と 可 動 電 極 部 と が 対 向 配 置 さ れ 、 上 記 固 定
電 極 部 は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 固 定 側 通 電 接 点 と 、 上 記 固 定 側 通 電 接 点 の 中 心 部 に 配 置 さ
れ 開 極 時 に ア ー ク を 発 生 す る 固 定 側 ア ー ク 接 点 と 、 上 記 固 定 側 通 電 接 点 の 周 囲 に 配 置 さ れ
た 固 定 側 シ ー ル ド と を 有 し 、 上 記 可 動 電 極 部 は 、 駆 動 装 置 に 駆 動 さ れ て 上 記 固 定 側 通 電 接
点 に 接 離 す る 可 動 側 接 点 を 備 え た ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 に お い て 、
上 記 固 定 側 シ ー ル ド の 上 記 可 動 電 極 部 と 対 向 す る 側 に 、 上 記 可 動 側 接 点 の 外 径 よ り 大 径 の
開 口 穴 を 有 す る 円 環 状 の 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド を 設 け 、 上 記 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド の 上 記
開 口 穴 の 近 傍 の 周 方 向 に 複 数 個 の 同 一 形 状 の 永 久 磁 石 を 埋 設 し た こ と を 特 徴 と す る ガ ス 絶
縁 開 閉 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 に お い て 、 上 記 可 動 側 接 点 の 先 端 部 の 周 方 向 に 複 数 個
の 同 一 形 状 の 永 久 磁 石 を 埋 設 し た こ と を 特 徴 と す る ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 に お い て 、 上 記 永 久 磁 石 は 円 柱 形 状 を し
て い る こ と を 特 徴 と す る ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 に 関 し 、 特 に 、 開 極 時 に 発 生 す る ア ー ク の 消 弧 性 能 を 向
上 さ せ る ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 に お い て 、 接 触 子 の 開 離 動 作 に 伴 っ て 発 生 す る ア ー ク の 消 弧 性
能 を 向 上 さ せ る た め 、 永 久 磁 石 の 磁 力 を 利 用 し た 技 術 が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 筒 状 に 形
成 し た 固 定 主 接 点 の 内 側 に 固 定 ア ー ク 接 点 を 同 心 円 的 に 配 置 し て 、 固 定 主 接 点 と 固 定 ア ー
ク 接 点 と の 間 を 可 動 接 点 が 進 退 す る よ う に 形 成 し 、 固 定 ア ー ク 接 点 の 内 部 に 駆 動 方 向 に 沿
っ て 磁 極 の 極 性 が 配 列 す る よ う に 永 久 磁 石 を 設 け 、 ア ー ク に 磁 界 を 作 用 さ せ 回 転 さ せ て 遮
断 す る よ う に し た ガ ス 絶 縁 断 路 器 が 開 示 さ れ て い る 。 磁 界 強 度 を 高 め る 場 合 は 、 永 久 磁 石
を 固 定 主 接 点 の 外 側 に も 配 置 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ４ ６ ３ ６ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ア ー ク に 作 用 さ せ る 永 久 磁 石 の 磁 界 強 度 を 高 め る た め に は 、 永 久 磁 石 の 大 き さ を 変 更 し
て 調 整 す る 必 要 が あ り 、 大 き な 磁 力 を 得 る た め に は 大 き な 永 久 磁 石 を 用 い る 必 要 が あ る 。
従 来 の ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 は 、 固 定 ア ー ク 接 点 の 内 部 、 又 は 固 定 主 接 点 の 外 側 に 所 定 の 大 き
さ の 永 久 磁 石 を 配 置 し て い る た め 、 遮 断 電 流 の 大 き さ が 異 な っ た り 、 固 定 ア ー ク 接 点 や 固
定 主 接 点 の 大 き さ が 異 な る 場 合 、 そ の 都 度 、 遮 断 電 流 や 接 点 の 大 き さ に あ わ せ て 永 久 磁 石
を 製 作 す る 必 要 が あ り 、 高 価 に な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 必 要 な 磁 界 強 度 を
容 易 に 得 る こ と が で き 、 ま た 、 磁 界 強 度 の 調 整 が 容 易 で 、 且 つ 遮 断 性 能 の 優 れ た ガ ス 絶 縁
開 閉 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に 係 わ る ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 は 、 絶 縁 性 ガ ス が 封 入 さ れ た 容 器 内 に 固 定 電 極 部 と
可 動 電 極 部 と が 対 向 配 置 さ れ 、 固 定 電 極 部 は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 固 定 側 通 電 接 点 と 、 固
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定 側 通 電 接 点 の 中 心 部 に 配 置 さ れ 開 極 時 に ア ー ク を 発 生 す る 固 定 側 ア ー ク 接 点 と 、 固 定 側
通 電 接 点 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 固 定 側 シ ー ル ド と を 有 し 、 可 動 電 極 部 は 、 駆 動 装 置 に 駆 動 さ
れ て 固 定 側 通 電 接 点 に 接 離 す る 可 動 側 接 点 を 備 え た ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 に お い て 、
固 定 側 シ ー ル ド の 可 動 電 極 部 と 対 向 す る 側 に 、 可 動 側 接 点 の 外 径 よ り 大 径 の 開 口 穴 を 有 す
る 円 環 状 の 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド を 設 け 、 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド の 開 口 穴 の 近 傍 の 周 方 向
に 複 数 個 の 同 一 形 状 の 永 久 磁 石 を 埋 設 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 に よ れ ば 、 固 定 側 シ ー ル ド に 設 け た 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド
の 中 心 部 の 開 口 穴 近 傍 の 周 方 向 に 、 複 数 個 の 同 一 形 状 の 永 久 磁 石 を 配 置 し た の で 、 開 極 時
に 発 生 す る ア ー ク の 起 点 近 傍 に 永 久 磁 石 を 配 置 で き 、 ア ー ク に 効 率 よ く 磁 界 を 作 用 さ せ て
消 弧 を 促 進 さ せ る こ と が で き る た め 、 電 流 遮 断 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 小
型 で 安 価 な 永 久 磁 石 を 使 用 で き 、 そ の 永 久 磁 石 の 個 数 や 大 き さ を 容 易 に 調 整 で き る た め 、
必 要 な 磁 界 強 度 を 容 易 に 得 ら れ 、 安 価 で 遮 断 性 能 の 優 れ た ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 を 得 る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 の 電 極 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 に 示 す よ う に 、
消 弧 性 能 の 高 い 絶 縁 性 ガ ス を 封 入 し た 容 器 （ 図 示 せ ず ） 内 に 、 電 流 遮 断 を 行 う 開 閉 装 置 の
固 定 電 極 部 １ と 可 動 電 極 部 ２ と が 駆 動 軸 線 上 に 対 向 配 置 さ れ て 収 納 さ れ て い る 。 固 定 電 極
部 １ は 、 筒 状 に 形 成 さ れ 電 流 を 通 電 す る 固 定 側 通 電 接 点 ３ と 、 そ の 中 心 軸 上 に 配 置 さ れ た
固 定 側 ア ー ク 接 点 ４ と 、 固 定 側 通 電 接 点 ３ の 周 囲 に 配 置 さ れ た 円 筒 状 の 固 定 側 シ ー ル ド ５
と 、 こ の 固 定 側 シ ー ル ド ５ の 可 動 電 極 部 ２ と 対 向 す る 側 に 設 け ら れ た 円 環 状 の 固 定 側 ア ー
ク シ ー ル ド ６ と で 構 成 さ れ て い る 。 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド ６ と 固 定 側 シ ー ル ド ５ と は 、 例
え ば 図 に 示 す よ う に ボ ル ト 締 め 等 に よ り 固 定 す る 。 ボ ル ト 締 め で は な く 、 ろ う 付 け 等 で 固
着 し て も 良 く 、 ま た 、 両 者 を 一 体 に 形 成 し て も 良 い 。 な お 、 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド ６ の 詳
細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 対 向 す る 可 動 電 極 部 ２ は 、 駆 動 装 置 （ 図 示 せ ず ） に 駆 動 さ れ て 固 定 側 通 電 接 点 ３ の 内 径
側 と 接 触 し 接 離 す る 可 動 側 接 点 ７ と 、 可 動 側 接 点 ７ に 電 流 を 通 電 す る 可 動 側 通 電 接 点 ８ と
、 可 動 側 通 電 接 点 ８ の 周 囲 に 配 置 さ れ た 可 動 側 通 電 接 点 シ ー ル ド ９ と を 有 し て い る 。 可 動
側 接 点 ７ は 、 可 動 導 体 部 １ ０ と そ の 先 端 側 の 可 動 側 ア ー ク 接 点 部 １ １ と か ら 成 り 、 可 動 側
ア ー ク 接 点 部 １ １ は 、 例 え ば 銅 タ ン グ ス テ ン の よ う な 耐 ア ー ク 性 材 料 が 使 用 さ れ 、 可 動 導
体 部 １ ０ に ろ う 付 け 等 に よ り 固 着 さ れ て 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド ６ を 更 に 詳 し く 説 明 す る 。 図 ２ （ ａ ） は 図 １ の 矢 印 ア － ア か ら 見
た 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド 部 を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 矢 印 イ － イ か ら 見 た 固 定 側
ア ー ク シ ー ル ド ６ の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。 図 に 示 す よ う に 、 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド ６ は
、 例 え ば 銅 タ ン グ ス テ ン の よ う な 耐 ア ー ク 性 材 料 に よ り 円 環 状 に 形 成 さ れ て お り 、 内 側 の
開 口 穴 ６ ａ の 内 径 は 、 可 動 側 接 点 ７ の 外 径 よ り 大 き く し 、 可 動 側 接 点 ７ が 遊 挿 可 能 な 大 き
さ と し て い る 。 可 動 電 極 部 ２ と 対 向 す る 側 は エ ッ ジ に な ら な い よ う に 曲 面 加 工 が 施 さ れ て
い る 。 そ し て 、 開 口 穴 ６ ａ の 近 傍 の 固 定 側 通 電 接 点 ３ に 対 向 す る 側 に 、 開 口 穴 と ほ ぼ 同 心
円 状 に 、 円 環 状 の 磁 石 取 付 溝 ６ ｂ が 形 成 さ れ 、 更 に そ の 磁 石 取 付 溝 ６ ｂ の 表 面 側 に 後 述 の
固 定 カ バ ー １ ４ を 取 り 付 け る た め の カ バ ー 溝 ６ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 磁 石 取 付 溝 ６ ｂ に は 、 直 方 体 を し た 複 数 個 の 同 一 形 状 の 永 久 磁 石 １ ２ が 、 Ｎ ， Ｓ の 磁 極
を 可 動 軸 方 向 に 向 け て 、 溝 を 埋 め る よ う に 全 周 に ほ ぼ 等 間 隔 で 挿 入 さ れ て い る 。 永 久 磁 石
１ ２ の 相 互 間 に で き る 隙 間 に は ス ペ ー サ １ ３ を 挿 入 し 、 更 に カ バ ー 溝 ６ ｃ に は 、 円 環 状 を
し た 固 定 カ バ ー １ ４ （ 図 １ 参 照 ） を は め 込 ん で 固 着 す る こ と に よ り 、 永 久 磁 石 １ ２ を 固 定
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側 ア ー ク シ ー ル ド ６ に 固 定 し て い る 。 （ な お 、 図 ２ （ ａ ） で は 、 永 久 磁 石 １ ２ の 配 列 が 見
え る よ う に 固 定 カ バ ー １ ４ は 図 示 し て い な い 。 ）
　 永 久 磁 石 １ ２ を 埋 設 す る 磁 石 取 付 溝 ６ ｂ は 、 図 で は 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド ６ の 固 定 側 通
電 接 点 側 ３ に 対 向 す る 側 と し た が 、 可 動 電 極 部 ２ に 面 す る 側 に 設 け て も 良 い 。 但 し 、 図 の
よ う に 内 側 に 設 け た 方 が エ ッ ジ 処 理 が 簡 単 で 、 且 つ 、 固 定 カ バ ー １ ４ の 材 料 等 も 自 由 に 選
定 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 が 閉 極 状 態 に あ る と き は 、 図 １ に 破 線 で
示 す よ う に 、 可 動 側 接 点 ７ が 固 定 側 通 電 接 点 ３ の 内 周 面 と 接 触 し て い る 。 電 流 は 、 固 定 側
通 電 接 点 ３ ， 可 動 側 接 点 ７ ， 可 動 側 通 電 接 点 ８ を 通 じ て 通 電 さ れ て い る 。 開 極 指 令 が 与 え
ら れ る と 、 図 示 し な い 駆 動 装 置 に よ っ て 可 動 側 接 点 ７ が 図 で 左 方 向 に 駆 動 さ れ る 。 そ れ に
よ り 、 可 動 側 接 点 ７ が 固 定 側 通 電 接 点 ３ か ら 離 れ る と 、 固 定 側 ア ー ク 接 点 ４ と 可 動 側 接 点
７ の 先 端 部 の 可 動 側 ア ー ク 接 点 部 １ １ と の 間 で ア ー ク が 発 生 す る 。 更 に 開 極 が 進 む と 、 図
の よ う に 、 ア ー ク は 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド ６ に 転 流 し 、 可 動 側 ア ー ク 接 点 部 １ １ と 固 定 側
ア ー ク シ ー ル ド ６ と の 間 で ア ー ク １ ５ が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 可 動 側 接 点 ７ が 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド ６ か ら 離 れ る こ と に よ り 発 生 し た ア ー ク １ ５ は 消
滅 す る が 、 遮 断 電 流 が 大 き い 場 合 に は ア ー ク は 消 滅 し に く く な る 。 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態
で は 、 ア ー ク 部 分 に 永 久 磁 石 に よ る 磁 界 を 作 用 さ せ る こ と に よ り 、 ア ー ク の 消 滅 を 促 進 さ
せ て い る 。 す な わ ち 、 ア ー ク 起 点 に 近 い 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド ６ の 開 口 穴 ６ ａ 近 傍 に 設 け
た 永 久 磁 石 １ ２ に よ り 、 図 中 に 細 線 で 示 す よ う な 磁 界 が 働 き 、 こ の 磁 界 と ア ー ク 電 流 と に
よ る ロ ー レ ン ツ 力 を 受 け て 、 発 生 し た ア ー ク １ ５ は 磁 界 に 垂 直 な 方 向 に 移 動 す る 。 そ れ に
よ り 、 ア ー ク １ ５ が 温 度 の 低 い 絶 縁 性 ガ ス の 領 域 に 移 動 す る こ と に な り 、 冷 却 さ れ て 消 弧
し 電 流 が 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 消 弧 を 助 け る 永 久 磁 石 は 、 遮 断 電 流 や 接 点 の 大 き さ に 合 わ せ て 最 適 に 設 け る の が 望 ま し
い 。 本 実 施 の 形 態 の 永 久 磁 石 は 、 上 述 の よ う に 、 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド ６ に 設 け た 磁 石 取
付 溝 ６ ｂ に 複 数 個 の 同 一 形 状 の 永 久 磁 石 １ ２ を 配 置 し た の で 、 遮 断 電 流 や 接 点 の 大 き さ に
合 わ せ て そ の 都 度 製 作 す る 必 要 は な く 、 必 要 な 遮 断 電 流 に 合 わ せ て 、 そ の 個 数 を 変 え る こ
と に よ り 、 必 要 な 磁 界 を 得 る こ と が で き る 。 小 型 で 単 純 な 形 状 の 永 久 磁 石 の た め 、 取 り 扱
い 易 く 、 ま た 安 価 で 入 手 も 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド ６ に 配 置 す る 永 久 磁 石 の 他 の 配 置 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２
と 同 じ 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド ６ に 、 同 じ 大 き さ の 永 久 磁 石 １ ２ を 使 用 し 、 そ の 個 数 を 半 分
に 減 ら し た 場 合 の 例 で あ る 。 す な わ ち 、 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド ６ 自 体 は 図 ２ と 同 じ も の で
あ り 、 隣 り 合 う 永 久 磁 石 １ ２ 間 に 挿 入 す る ス ペ ー サ １ ６ を 大 き く し て い る 。 こ の よ う に 、
ス ペ ー サ の 大 き さ を 変 え る だ け で 、 簡 単 に 永 久 磁 石 １ ２ の 個 数 を 任 意 に 変 更 し て 磁 力 の 調
整 を 行 う こ と が で き る 。
　 磁 石 取 付 溝 ６ ａ の 溝 幅 や 深 さ を 変 え れ ば 、 別 の 大 き さ の 永 久 磁 石 を 使 用 で き る こ と は 、
言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 で 説 明 し た 永 久 磁 石 １ ２ は 、 通 常 、 角 形 と 呼 ば れ る 直 方 体 の も の を 使 用 し た が 、 角
形 以 外 で も よ い 。
　 図 ４ は 、 他 の 形 状 の 永 久 磁 石 を 使 用 し た 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド を 示 す 図 で 、 先 の 図 ２ に
対 応 す る も の で あ る 。 図 示 以 外 は 全 て 図 ２ と 同 等 な の で 、 同 等 部 分 の 説 明 は 省 略 し 、 相 違
点 の み を 説 明 す る 。 図 の よ う に 、 永 久 磁 石 と し て 、 丸 形 、 す な わ ち 円 柱 形 状 の 永 久 磁 石 １
８ を 使 用 し て い る 。 従 っ て 、 こ の 場 合 の 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド １ ７ に は 、 図 ２ の 場 合 の 磁
石 取 付 溝 ６ ｂ に 替 え て 、 開 口 穴 １ ７ ａ の 近 傍 の 同 等 の 位 置 に 、 永 久 磁 石 １ ８ が 嵌 合 す る 大
き さ の 複 数 の 磁 石 取 付 穴 １ ７ ｂ を 環 状 に 並 べ て 形 成 し 、 表 面 側 に は 図 ２ の 場 合 と 同 様 に 固
定 カ バ ー １ ４ 用 の カ バ ー 溝 １ ７ ｃ を 形 成 し て い る 。 な お 、 図 で は 永 久 磁 石 １ ８ が 見 え る よ
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う に 、 固 定 カ バ ー １ ４ は 図 示 し て い な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の よ う に 、 永 久 磁 石 １ ８ が 丸 形 の 場 合 、 磁 石 取 付 穴 １ ７ ｂ も 有 底 丸 穴 加 工 と な り 、
図 ２ の と き の よ う な 溝 加 工 に 比 べ 、 加 工 が 容 易 と な る 。 ま た 、 磁 石 の 取 付 に 当 た っ て は 図
２ 、 ３ の と き の よ う な ス ペ ー サ を 必 要 と し な い の で 、 永 久 磁 石 １ ８ の 取 付 作 業 が 簡 単 と な
る 。 磁 界 強 度 は 、 磁 石 取 付 穴 １ ７ ｂ の 数 を 変 え て 永 久 磁 石 １ ８ の 個 数 を 調 整 す る こ と に よ
っ て 容 易 に 変 更 す る こ と が で き る 。 ま た 、 磁 石 取 付 穴 １ ７ ｂ は 最 初 か ら で き る だ け 多 く 形
成 し て お き 、 磁 界 強 度 に 応 じ て 例 え ば １ つ 置 き に 永 久 磁 石 １ ８ を 取 り 付 け る こ と で 磁 界 の
強 さ を 調 整 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 通 電 電 流 が 大 き く な り 、 可 動 側 接 点 や 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド が 大 き く な っ た 場 合
は 、 そ れ に 伴 っ て 取 付 溝 や 取 付 穴 列 の 径 を 大 き く す る こ と が 可 能 な の で 、 複 数 個 配 置 す る
同 一 形 状 の 永 久 磁 石 の 個 数 を 増 や す こ と で 、 磁 界 強 度 を 容 易 に 決 め る こ と が で き 、 機 器 の
大 き さ に 依 存 せ ず に 同 一 形 状 の 永 久 磁 石 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 磁 界 強 度 の 調 整 は 、 上 記 の よ う に 永 久 磁 石 の 個 数 を 変 え る 以 外 に 、 複 数 個 配 置 す
る 同 一 形 状 の 永 久 磁 石 の 、 長 さ を 調 整 す る こ と に よ っ て も 容 易 に 調 節 す る こ と が で き る 。
こ の 場 合 、 例 え ば 、 溝 や 取 付 穴 の 深 さ 寸 法 は 標 準 化 し て お き 、 永 久 磁 石 の 長 さ に 合 わ せ て
ス ペ ー サ で 調 節 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 発 明 に よ れ ば 、 固 定 側 シ ー ル ド の 可 動 電 極 部 と 対 向 す る
側 に 、 可 動 側 接 点 の 外 径 よ り 大 径 の 開 口 穴 を 有 す る 円 環 状 の 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド を 設 け
、 そ の 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド の 開 口 穴 の 近 傍 の 周 方 向 に 複 数 個 の 同 一 形 状 の 永 久 磁 石 を 埋
設 し た の で 、 開 極 時 に 発 生 す る ア ー ク の 起 点 近 傍 に 永 久 磁 石 を 配 置 で き 、 ア ー ク に 効 率 よ
く 磁 界 を 作 用 さ せ ア ー ク を 駆 動 し て 消 弧 を 促 進 さ せ る こ と が で き る た め 、 電 流 遮 断 性 能 の
優 れ た ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
　 ま た 、 複 数 個 の 同 一 形 状 の 永 久 磁 石 を 用 い る こ と に よ り 、 入 手 が 容 易 で 、 扱 い や す い 小
型 の 永 久 磁 石 が 使 用 で き 、 且 つ 、 使 用 す る 永 久 磁 石 の 個 数 や 大 き さ を 容 易 に 調 整 で き る た
め 、 安 価 に 必 要 な 性 能 の 永 久 磁 石 を 得 る こ と が で き る ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 を 提 供 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 永 久 磁 石 単 体 の 形 状 を 円 柱 形 状 と す る こ と で 、 永 久 磁 石 を 取 り 付 け る 固 定 側 ア ー
ク シ ー ル ド の 取 付 穴 の 加 工 が 簡 単 と な り 、 ま た 、 永 久 磁 石 の 取 付 作 業 も 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
　 図 ５ は 実 施 の 形 態 ２ に よ る ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 の 電 極 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ６
の （ ａ ） は 図 ５ の 矢 印 ウ － ウ か ら 見 た 図 、 （ ｂ ） は 図 ５ の 矢 印 エ － エ か ら 見 た 図 で あ る 。
図 ５ は 実 施 の 形 態 １ の 図 １ と 対 応 す る も の で あ り 、 同 等 部 分 は 同 一 符 号 を 付 し 説 明 は 省 略
す る 。 ま た 、 図 ６ （ ｂ ） 、 す な わ ち 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド １ ７ は 、 実 施 の 形 態 １ の 図 ４ と
同 等 な の で 、 こ の 説 明 も 省 略 し 、 以 下 、 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 の 形 態 １ で は 、 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド に の み 永 久 磁 石 を 配 置 し た が 、 本 実 施 の 形 態
で は 、 可 動 側 接 点 に も 永 久 磁 石 を 取 り 付 け る も の で あ る 。 図 に 示 す よ う に 、 可 動 側 接 点 ７
を 構 成 す る 円 筒 状 を し た 可 動 導 体 部 １ ９ の 先 端 部 の 円 周 方 向 に 、 複 数 個 の 同 一 形 状 の 永 久
磁 石 を 取 り 付 け る た め の 有 底 丸 穴 の 磁 石 取 付 穴 １ ９ ａ を 加 工 し 、 そ の 磁 石 取 付 穴 １ ９ ａ に
円 筒 形 状 の 永 久 磁 石 ２ ０ を 埋 め 込 み 、 そ れ を 塞 ぐ よ う に 先 端 に 可 動 側 ア ー ク 接 点 部 １ １ を
ろ う 付 け 等 に よ り 固 着 し て 、 可 動 側 接 点 ７ を 構 成 し た も の で あ る 。 永 久 磁 石 ２ ０ の 極 性 は
、 可 動 軸 方 向 に Ｎ 極 ， Ｓ 極 を 向 け て 配 置 す る 。
　 こ こ で 、 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド １ ７ に 設 け る 永 久 磁 石 １ ８ と 、 可 動 側 接 点 ７ に 設 け る 永
久 磁 石 ２ ０ を 同 一 形 状 の も の に す れ ば 、 永 久 磁 石 の 種 類 を 増 や す こ と が な い の で 、 よ り 安
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価 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 開 極 動 作 の 過 程 に お い て 、 可 動 側 接 点 ７ が 開 極 方 向 に 移
動 す る に つ れ 、 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド １ ７ と 離 れ る た め 、 永 久 磁 石 が 固 定 側 ア ー ク シ ー ル
ド １ ７ に の み 設 け ら れ て い る 場 合 は 、 可 動 側 接 点 ７ 近 傍 の ア ー ク に 作 用 す る 力 が 弱 く な り
、 ア ー ク の 移 動 が 遅 く な る 。 こ れ に 対 し 、 本 実 施 の 形 態 の よ う に 、 可 動 側 接 点 ７ に 永 久 磁
石 ２ ０ を 取 り 付 け た こ と に よ り 、 可 動 側 接 点 ７ 側 の ア ー ク 起 点 に 対 し て も 一 定 の 磁 界 強 度
が 得 ら れ る た め 、 開 極 途 中 に 可 動 側 接 点 ７ が ど の 位 置 に あ っ て も 、 ほ ぼ 一 様 な 消 弧 性 能 を
維 持 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 永 久 磁 石 ２ ０ は 円 筒 形 状 の も の に つ い て 説 明 し た が 、 実 施 の 形 態 １ の 図 １ 中 の 永
久 磁 石 １ ２ の よ う な 直 方 体 の も の で も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 発 明 に よ れ ば 、 実 施 の 形 態 １ で 説 明 し た 固 定 電 極 部 と 可
動 電 極 部 の 構 成 に 加 え 、 可 動 側 接 点 の 先 端 部 に 複 数 個 の 同 一 形 状 の 永 久 磁 石 を 埋 設 し た の
で 、 開 極 時 に 、 可 動 側 接 点 が 固 定 側 通 電 接 点 か ら 離 れ て 開 極 端 方 向 に 移 動 す る 過 程 で 、 可
動 側 接 点 の 開 極 位 置 に よ ら ず に ほ ぼ 一 様 の 消 弧 性 能 を 維 持 す る こ と が で き 、 実 施 の 形 態 １
の 効 果 に 加 え 、 更 に 消 弧 性 能 の 優 れ た ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 の 電 極 部 を 示 す 断 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 矢 印 ア － ア か ら 見 た 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド の 磁 石 配 置 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置 の 電 極 部 を 示 す 断 面 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 図 ５ の 矢 印 ウ － ウ 、 及 び 矢 印 エ － エ か ら 見 た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 １ 　 固 定 電 極 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 　 可 動 電 極 部
　 　 ３ 　 固 定 側 通 電 接 点 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 固 定 側 ア ー ク 接 点
　 　 ５ 　 固 定 側 シ ー ル ド 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ 　 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド
　 　 ６ ａ 　 開 口 穴 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ ｂ 　 磁 石 取 付 溝
　 　 ６ ｃ 　 カ バ ー 溝 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ７ 可 動 側 接 点
　 　 ８ 　 可 動 側 通 電 接 点 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ 　 可 動 側 通 電 接 点 シ ー ル ド
　 １ ０ 　 可 動 導 体 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ １ 　 可 動 側 ア ー ク 接 点 部
　 １ ２ 　 永 久 磁 石 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ３ 　 ス ペ ー サ
　 １ ４ 　 固 定 カ バ ー 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ 　 ア ー ク
　 １ ６ 　 ス ペ ー サ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ７ 　 固 定 側 ア ー ク シ ー ル ド
　 １ ７ ａ 　 開 口 穴 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ７ ｂ 　 磁 石 取 付 穴
　 １ ７ ｃ 　 カ バ ー 溝 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ８ 　 永 久 磁 石
　 １ ９ 　 可 動 導 体 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ９ ａ 　 磁 石 取 付 穴
　 ２ ０ 　 永 久 磁 石 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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